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今回の調査



は し が  き

今回報告書を刊行するに至った人尾南遺跡は、大阪府八尾市南西部の西木の本一丁

目～四丁目、木本、若林町一丁目～三丁目に広がつています。

本遺跡は、昭和51(1971)年 に大阪市営地下鉄谷町線の人尾南駅駅舎建設に先立つ試

掘調査で発見された経緯を持つ遺跡です。

その後の発掘調査により、後期旧石器時代から近世に至る長期間に亘って継続した

複合遺跡であることが明らかとなりました。

特に、後期旧石器時代では、西に接する大阪市の長原遺跡と共に標識遺跡として認

識されているほか、古墳時代初頭から前期における中河内地域の古式土師器の編年を

構築する過程で、数多 くの良好な資料を提供しています。

また近年、 (財 )大阪府文化財センターによって八尾南遺跡範囲の南部で実施された

発掘調査では、洪水堆積物によリパックされた弥生時代後期の集落跡が発見されてお

り、当該期の集落の実態を推定するうえで、類を見ない一級資料と言えます。

今回報告する人尾南遺跡第18次調査は、大阪防衛施設局の共同住宅建て替え工事に

伴うもので遺跡範囲の北部に位置しています。調査においては、古墳時代中期前半を

中心として、初期須恵器や数多 くの韓式系土器が出土しており、当該期の人尾南遺跡

から長原遺跡東部 。東北地区における渡来系の人々を中心とする集落との関わりを推

定するうえで、大変重要な調査成果が得られました。

本書が地域の歴史を解明していく資料としてはもとより、埋蔵文化財の保護・普及

のため広 く活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査に対して御協力いただきました関係諸機関の皆様に

深謝すると共に、発掘調査や整理作業に専念された多くの方々に心から厚 く御礼申し

上げます。

平成20年 9月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 岩 崎 健 二



例   言

1.本書は、大阪府八尾市西木の本三丁目122で実施した大阪防衛施設局の共同住宅建て替え工

事に伴う発掘調査の報告書である。

1,本書で報告する八尾南遺跡第18次調査 (Y S92-18)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会の

指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が大阪防衛施設局から委託を受けて実施

したものである。

1,現地調査は平成 4年 8月 17日 から平成 4年 9月 26日 (実働30日 )とこかけて、西村公助を担当者

として実施 した。調査面積は約400∬ を測る。なお、調査においては柴田達弥、千賀幸二、

田中 睦、能勢尚樹、中西明美、松田恵―が参加 した。

1,内業整理業務は平成19年 11月 から平成20年 2月 にかけて、整理係の原田昌則・尾崎良史が行っ

た。

1.本書に関わる業務は、遺物実測―北原清子・山内千恵子、図面 トレースー山内、遺物写真撮

影―北原、遺物図版作成―北原・尾崎が行った。本書の執筆、編集は原田が行った。

1.現地調査および報告書作成にあたり以下の方々からのご協力とご指導を受けた。記して感謝

いたします。 (敬称略 所属は調査時点)

小田富士雄、武末純― (福 岡大学)、 亀島重則 (大阪府教育委員会)、 田中清美、平田洋司 (大

阪市文化財協会)、 大阪防衛施設局

夕J

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の 1/2500の 地形図 (昭和61年測量・平成 6年修正・平

成 8年 7月 編纂)を使用 した。

1,本書で用いた標高の基準はT,P。 (東京湾標準潮位)である。

l.本書で用いた方位は、国土座標第Ⅵ系 〔日本測地系〕の座標北を示す。

l.土色は、小山正忠・竹原秀雄編1997年後期版『新版 標準土色帖』農林水産省農林水産技術

会議事務局 監修 。財団法人日本色彩研究所 色票監修に準列 した。

1.遺構は下記の略号で示 した。

掘立柱建物―SB 土坑 ―SK 溝 ―SD 小穴・柱穴―SP 落ち込み―SO
l.遺構図面の縮尺は適宜決定 し、縮尺数値を提示 した。

1.遺物図面の縮尺は1/4を基本 とするが、石製品については1/1。 断面については、土師器・韓

式系土器は白、須恵器は黒、石製品は斜線を用いた。

1.本書で記述 した古墳時代中期 (5世紀)の時期概念と須恵器型式との関係は以下のとお りであ

る。但 し、提示 した全ての須恵器型式が出上 したわけではない。

前半―T G232・ O N231・ T K73・ T K85・ T K216(初期須恵器 )

中葉―O N46・ T K208

後半―T K23・ T K47
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第 1章 調査に至る経過

八尾南遺跡は、大阪府人尾市南西部の西木の本一～四丁目、木本、若林町一～三丁目の東西約

0.5km、 南北約1.3kmに展開する後期旧石器時代から鎌倉時代に至る複合遺跡である。

本遺跡発見の経緯は、地下鉄谷町線延伸工事に先立って、昭和51(1976)年 に入尾市教育委員会

が行った遺構確認調査で古墳時代前期から中世に至る遺構・遺物が検出されたことによる。その

後、昭和53(1978)年 7月 から昭和54(1979)年 10月 にかけて、八尾南遺跡調査会により地下鉄谷町

線八尾南駅の駅舎部や検車場の約36,000ど について発掘調査が実施された結果、本遺跡が後期旧

石器時代から中世に至る複合遺跡であることが確認された(山本ほか1981)。 その後、大阪府教育

委員会、人尾市教育委員会、当調査研究会、 (財)大阪府文化財センターにより継続的に発掘調査

が実施されており、後期旧石器時代から平安時代後期に至る膨大な考古学的資料が得られている。

なかでも、後期旧石器時代の接合資料を含む石器類や、古墳時代初頭から前期の古式土師器の一

括資料については、当該期の中河内地域を代表する標識資料として学史にその名前を残している。

今回報告する八尾南遺跡第18次調査 (Y S92-18)は 、人尾市西木の本三丁目122で実施した大

阪防衛施設局の共同住宅建て替え工事に先立って実施したものである。調査面積は約400∬ を測

る。現地発掘調査は、防衛庁・八尾市教育委員会・当調査研究会との三者間協定に基づき、当調

査研究会が事業者から委託を受け実施した。現地発掘調査は平成 4年 8月 17日 から平成 4年 9月

26日 である。報告書作成に関わる整理業務は、平成19年 11月 から平成20年 2月 にかけて整理係が

行った。

第 2章 地理・歴史的環境

八尾南遺跡は、大阪府八尾市南西部に位置する後期旧石器時代から鎌倉時代に至る複合遺跡で

ある。当遺跡の存在する八尾市は大阪府の東部に位置し、東は奈良県生駒郡平群町、西は大阪市

平野区、南は相原市・藤井寺 。松原市、北は東大阪市と隣接している。

人尾南遺跡に隣接する遺跡としては、東には木の本遺跡、太田遺跡 (八尾市)、 南および南東に

は大和川を挟んで津堂遺跡 (八尾市・藤井寺市)、 塔ノ本廃寺 (八尾市)、 若林環濠集落跡、大堀町

所在遺跡 (松原市)、 西から北には長原遺跡 (大阪市)が位置している。

人尾市の位置する中河内地域の地形は、河内平野と呼称されている河内低地が南北方向に広が

る平野部を中心として、東は生駒山地、南は羽曳野丘陵から北方に連なる河内台地、西には河内

台地よりさらに北方に伸びる上町台地からなる。八尾南遺跡はこれらの地勢を呈する中河内地域

の南東部に位置し、河内台地の北端部から河内平野 (河内低地)にかけての標高10m前後に立地し

ている。以下、周辺遺跡を中心に時期毎に概観する。

後期旧石器時代の遺物は、西接する長原遺跡のN G14次で昭和54(1979)年 に旧石器が発見され

て以来、長原遺跡の東南地区 。東北地区、八尾南遺跡の南部から太田遺跡の南西部を中心に遺物

の検出例が増加している。長原遺跡では、N G82-41次 、N G85-13次 、N G86-64次 、N G88

-1-
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第 1表 周辺調査地一覧表 (小規模な調査区を除 く )

番号 遺跡名 (略号) 調査機関 面積
r言Ⅲ 種 別 主な時代 文  献

1

八
Υ晶晏星戸も!ギ

欠 人文研 墓域
吾住域

祢生～古墳
平安～錬倉 契お藍調選緋菱基爛

遺跡 (第 1次調査)J「 (財)八尾市

2
人尾南第 2次

(YS83-02)
曇以
生 産域

弥生～百墳
奈良～鎌倉 聖泥議調選瀞究雲簸舎F戸

遺跡 (第 2次調査)」 「財)人尾市

3
へ尾 南 第 3徐
(YS8403)

生産域 居住域
生産域

吉

平 辰露昂畢多謎新茜鍮羅 晶薯ξp発掘調査概要報告
4

入尾南第4次
(YS84-04)

居住域 弥生～古墳 需餐袖繋誓群祭養曇暑弓導跡(第 4次調査)」 F(財)人屋

5
入尾南第5次
(YS86-05)

生産域
居住域

弥
古 需鑑 財諾蟹群晃碁鮮

跡 (第 5次調査)」 F(財)人尾

6
人尾南第 6次

(YS86-06Ⅲ 生産域 古墳～平安 電帯隻‰ 繋ぎ研晃基鋼
遺跡 (第 6次調査)」 F(財 )八

7
人尾南第7次

(YS86-07) 生産域 古墳
平安～鎌倉 望常隻雅財謡誓群晃盗鋼 遺跡(第 7次調査)」 F(財 )人

8
八ッ葡帝話ョ幹 996ユ 墓域 居住域 弥生～古墳 原 田昌則 1995 11人 尾南

遺跡  (財 )人尾市文イヒ財調奇

.遺
跡 (第 8次調査)」 F人尾南

研究会報告47』

9
ノ

|`晶
d二,テij廿 )保

205 包含層 弥生 駒沢敦 1988「1011人尾
弓市文化財調査研究会報告1

遺跡 (第 9次調査)」 F(財 )八

八
濁翌蓄乳協次 生産域 居住域

生産域

墳
安

古
平 輩雫隻祗罰磐新猪会鋼 遺跡(第 10次調査)」 『(財 )人

入尾南第11次
(YS88-11) 包含層 弥生～古墳 輩零隻花財諾讐薪男些畑 遺跡悌二次調0」 欧的人

人尾南第12次
(YS88-12) 墓 域 古墳

妹 出 昌只」 lυυb l■ ノ(尾 日
遺跡  (財)人尾市 文化 財 調 査

這跡 (第 12次調査 )J F人 尾南
研究会報告 47‖

八尾百第 13次
(YS88-13)

1800 生産域  居住域
生産域  河道

弥生  古墳
中世   近世 1雫長諷罰懸絲昇碁畑 遺跡(第 13次調査)」 「(財 )ガ

人尾南第14次
(YS89-14) 100 舌住域

生産域

墳
倉

占
嫌 尾需穀財諾磐絲晃碁畑 遺跡(第 14次調査)」 「(財 )メ

人尾南第15次
(YS89-15)

846 居住域
1可 道

文
生

隠
祢 琵得裂尾財諾蟹新晃懸鋼 遺跡鉾b次調う」隠動邦

人尾南第16次
rvARO_lA、 97 38 毘苓喪柚絲 騒鍵 遺跡 (第 16次調査 )」 「 (財 )ガ

17
へ尾百第 17次
(YS90-17) 吾住域 な生 層屎昌務)巽罫凱翻 鍵そ甲匈」際聯

人尾南第18次
(YS92-18) 352 吾住域 古墳 本書掲載

人尾南第19次
(YS93-19)

700
吾住域

生
墳

林
ゴ

画

昭 ;隻雅財罰響薪晃螢綱 遺跡(第 19次調査)」 F(財 )メ

八
痔翌蓄聴$次 包含層

生
墳

体
〓 雇薔え齢翌桁絵繕要塾 鵠 樫話

0次調査 )」 呼 成 6

21
人尾南第21次
(YS9争21) 708 吾住域 弥生～古墳 堅早異諷諾磐新晃些畑 遺跡(第21次調査)」 F(財 )人

八
煽翌慧功筑次 包含層 弥生～古墳 電苓翼稚財謡誓研身会鋼

遺跡 (第22次調査)」 F(財 )人

八
だ翌慧亀s次 曙住域

生産域
弥生
中世～近世 里早見花財謡響岳男螢畑 遺跡(第23次調査)」 F(財 )八

夕鴇 次
包含層

生
墳

赤
占 電苓

=総

詠謁堅称身些鋼 遺跡(第24次調査)」 F(財 )人

人尾南第25次
(YS99-25)

居住域 弥生  古墳
奈良以降 耳賢え瞥市聟稚跡罰丞鰯

25次調査)」 呼成11

偽聯
⊂ 座 双

生産域
墳
安

古
平 厘苓こ埜蔵斐糖財累堅む写夢導簸暮晋伴5牛26)の調査」F八

人尾南第27次
(YS2005-27)

包含層
生産域

古墳
平安～近世 昆写翁警研舞懸報%F遺

跡 (第 27次調査)JF(財 )人尾市文

長原遺跡第 1次

`Nβ

RR―nl、 8
隻猛餅諮査堺男会畢各晃

「

遺跡 (第 1次調査)」 「(財)人尾市

人尾南遺跡
範囲確認調査 市教委 包含層

生産域
墳
安

古
平 赤甲悦 婁遺兇建守要穿醍謂寵塾R彗む景南進

人尾南遺跡 米雇祭天尾需斐化解斬藍聯斐雲軍噺 掘概要19801981年 凄
人尾南遺跡 約232 吾住域 弥生～古墳 奇昂咎震発揺鍋査録砦讐尾戻還粋実冦霊義ど奈

=Iρ

遺跡旺
人尾南遺跡 人尾調査会

生産域 曇域 届
rT競

旧石器 好亀文 弥生
鎌倉

米田敏幸 他 1981 F人尾南
線建設に伴う発掘調査報告書二

霊跡一大 阪市高速電気軌道 2号
八尾南遺跡調査会

長原遺跡 長原調査会
υυ∪tl

調査 区Ⅲ
墓域 居住域
生産域

古墳
奈良～室町

il●
‐
臣 他

能会
1982「大阪市平野区長原遺跡発掘調査IJ

人尾南遺跡 府教委 旧石器
鎮暮萎査会

989F人尾南遺跡―旧石器出土第3地′点 』大阪府

人尾南遺跡
唇住域

生
墳

弥
古

J tt Z4‐ 一 言野写- 1991
正川流域調節池築士 に伴 う―

人尾南遺跡発掘調査概要 I一人
大阪府教育委員会

長原遺跡
(NG82-26) 大文協 河道

生産域
4電文
平安

j!髯
越訴

畿野務局公務員宿舎に伴う長原遺跡発掘調査 (NG82-

長原遺跡
(NG82-20  41)

生 産 域  居 住 域
鼻域

旧石器 弥生 古墳
飛′鳥

1999「長原遺跡発掘調査報告V IJ

長 原 還 跡

`配

Rtt R Aと ヽ 2270 目然而路
生産域

旧石器～近世 2006「長原遺跡発掘調査報告X VJ

長原遺跡
(NG93-56)

集 落 古墳 2006「長原遺跡発掘調査報告X VJ

長原遺跡
(NG00-11) 1008

層
域

含
産

邑
生

隠天 ～飛 ィ弓
平

‐4～�世
2002「長原遺跡発掘調査報告ⅨJ

人尾南遺跡 大文セ 1200
生産域  居住域
慕域

弥生
古墳 平安 苓曇義客彗

他
露!,,逮

人尾南遺跡』(財 )大阪府文化野センター

長原遺跡
(NG01-32) 大文協 日クヽ流 ■rF

生 産域

生
世

弥
中 2003「長原遺跡発掘調査報告XJ
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番号 遺跡名 (略号) 調査機関
面積
(浦 )

種別 主な時代 文  献

(NG96-103)
大文協 生産域

健

磯
弥 生
平安

古 墳 ▼蟹言香繰露猪語讐つ離 おa馬摩蜀原粟第
2任

~t建設に伴

‥ 自然流路 。生産域 健文 弥生 飛鳥・
余良・平安

1990長吉長原東市営住宅建設に伴う長原遺跡発掘調査 (N←
R9_館 麒ヽ錦

愚隔景な 居住域 後期 旧石器  平安 1999「長原 八破遺跡発掘調査報告X皿」

長原遺跡
(NG89-19)

生産域 居住域 後期旧石器・縄文
弥生 古墳

1997「長原 瓜破遺跡発掘調査報告 IX」

長原遺跡
(NG9併5)

自然河川 居住域 旧石器・弥生 古墳 1997「長原・八破遺跡発掘調査報告X」

長原遺跡
(NG88 36)

229 吾住域 生産域 古墳 飛鳥・近世 1995「長原 八破遺跡発掘調査報告VⅢ」

(NC8犀4群晩.め
200
クn∩ 旧石器 1997「長原・八破遺跡発掘調査報告XI」

長原遺跡
(NG88-13の )

生産域・居住域 古墳・鎌倉 1995「長原・瓜破遺跡発掘調査穀告VⅢ」

長原遺跡
(NG90-62)

自然流路 旧石器 1991F平成2年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』

長原還跡
(NG8辟69)

墓域・居住域 生
産域

縄文 弥生・飛 鳥 `

斜 合 1995「長原 瓜破遺跡発掘調査報告VⅢ」

訛豪4 墓 域 弥 生 1995「長原 瓜破遺跡発掘調査報告VⅢ」

髄8併

"型
あ 955 自然河川 。生産域 後期旧石器・鎌倉 1995「長原 瓜破遺跡発掘調査凱告VⅢ」

翻 生産域 ・居住域
陵期 旧 石 器 縄 文
休孝  苦 婚

1997「長原・八破遺跡発掘調査報告 IX」

長原遺跡
(NGV 60)

945 墓域 古墳 1994「長原・八破遺跡発掘調査報告VI」

仙恩輩晦) 剛‐３４
唇住域 生産域・
墓域

硼3隕脇↑禁暗鰯綴締響踏冊

誤 40 圭産域 居住域
険期 旧 石 器  縄 文 ・

占墳 ・奈良
2006「長原遺跡発掘調査報告XV」

暴3写J 生産域 居住域 後期旧石器 縄文・
珠差  苦 措 2006「長原遺跡発掘調査報告XV」

(小十三忍そF!!iを ,そ:;)
生産域 弥生・鎌倉 1995「長原・瓜破遺跡発掘調査報告VⅡ」

長原遺跡
(NG88-4)

400 生産域・居住域 旧石器・弥生 古墳 1999「長原遺跡発掘調査報告VI」

長原遺跡
(NG91-29)

7 1997「長原 八破遺跡発掘調査報告XI」

長原還跡
(NG88-84)

自然河川 生産域
房倅競 旧石器 縄文 弥生 1999「長原遺跡発掘調査報告VI」

長原遺跡
(NIC88 15)

居住域 縄文 古墳 1995「長原・八破遺跡発掘調査線告VⅢ」

長原遺跡
(NG9Ⅲ83)

居住域
旧石 器・古 墳 '飛鳥・

奉 意 2006「長原遺跡発掘調査報告XV」

長原遺跡
rN40ク _A負、 生産域 中世 2006「長原遺跡発掘調査報告XV」

長 原 道 W71ヽ

(NC89-37)
680 石器散布地 日石器 1997「長原・瓜破遺跡発掘調査報告Ⅸ」

太田遺跡
r)o日ヨク∩n氏_RAAヽ 市教委 56 25 居住域 古墳時代 零用旱糾18響隆塁名話懸軍琴警評災饗等受緒y塀晋詔

「人尾

八文研 :(財 )八尾市文化財調査研究会   八尾調査会 :八尾南

府教委 :大阪府教育委員会 大文セ :(財 )大阪府支化財センター

大文協 :(財)大阪市文化財協会   長原調査会 :長原遺跡調査会

-4・ 29・ 37・ 59。 69次、N G89-19。 22・ 37次、N G95-72次、N G97-12・ 52次、N G99-

41次、N G00-11、 八尾南遺跡ではY S83-2(第 2地点)、 1987年府教委調査地 (第 3地点)。

1989～1990年府教委調査地 (第 6地点)、 太田遺跡のO O T2006-8次 ほかで数多 くの石器類が発

見されている。この付近一帯で後期旧石器が集中して発見された要因としては、両遺跡の南部一

帯が、河内台地の北端から河内低平地に移行する地点にあたり、当該期以降の沖積作用が緩慢で、

現地表面から比較的浅い位置に石器を含む長原地山(N G13層 )が存在することによる。また降灰

時期が明らかな姶良―Tn火山灰 (AT)に対比される平安神宮火山灰層などの広域火山灰を基準

として、各地点の石器群の位置付けが行われている。

縄文時代のものとしては、人尾南遺跡のY S83-2次 、Y S87-8次、長原遺跡のN G14次等

から出土した草創期に比定される有茎尖頭器の出土があるが、遺構として確認されたものはない。

縄文時代早期のものとしては、長原遺跡東北地区のN G99-41次で検出されている。押型文、撚

糸文土器を中心とする早期中葉の上器のほか、住居跡の可能性がある落ち込みが検出されている。

縄文時代中期の遺構 。遺物の検出例も少なく、長原遺跡東北地区のN G97-12次 、N G99-41次
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他で検出されている程度である。集落域が拡大・分散するのは縄文時代後期以降で、後期では人

尾南遺跡のY S89-15次、長原遺跡の東・東北地区のN G14次で竪穴住居、N G97-56次 および

N G99-19次 で流路と自然堤防が検出されている。晩期では、長原遺跡東南地区のN G81-10次

で居住域と墓域が検出されており、畿内における数少ない当該期の集落構造を考えるうえで貴重

である。また長原遺跡から出土した縄文時代晩期最終末を代表する「長原式土器」は、当該期の

標識土器として位置付けられている。

弥生時代前期においては、八尾南遺跡ではY S89-15次で前期古段階の広口壺、Y S86-5次

からは前期中段階の河川内からしがらみが検出されている他、長原遺跡東部地区のN G03-6次

では土器棺墓・土娠が検出されている。弥生時代中期においては、中期前半においては、八尾南

遺跡のY S89-17次で居住域、N G82-20次、N G82-41次、N G88-4次、N G88-84次 で生

産域、中期中葉から後半では長原遺跡東北地区のN G02-1次、N G04-3次 で居住域、長原遺

跡東地区のN G95-36次、N G99-15次、N G02-8次、N G03-6次 で居住域と墓域、長原遺

跡東南地区のN G88-1次で墓域が検出されている。なかでもN G99-15次では、送風管やとり

べ形土器が出上しており、集落内での青銅器生産が想定されている。弥生時代後期においては、

後期前半の集落が遺跡範囲南端部分で2002～ 2004年 に大阪府文化財センターより実施された調査

で検出されている。自然河川により区画された居住域内に多数の竪穴住居、掘立柱建物を配する

集落景観が想定されており、当該期の居住単位や居住領域を推定するうえで指標となろう。後期

後半の居住域は、八尾南遺跡範囲中央部の人尾南遺跡調査会 (B-1・ C-1地 区)、 Y S84-2

次、 Y S87-8次、南部ではY S95-23次 、 Y S99-25次 、 Y S94-21次 、】L部で1よ Y S88-11

次で居住域が確認されている。墓域としては、Y S87-8次 で 1基、Y S82-1次で方形周溝墓

12基が検出されている。長原遺跡内では、N G84-6次、N G95-36次、N G99-15次 、N G02

-8次、N G03-6次で居住域、N G82-20。 41次、N G85-13次で墓域が検出されている。

古墳時代初頭 (庄内式期)の居住域は、八尾南遺跡では八尾南遺跡調査会 (D-1～ D-3地 区)

と府教委1989調査地ならびに東の太田遺跡 (太田2005-366)、 長原遺跡ではN G84-86次で検出

されおり、前代に比して居住域の拡大化と分散化が図られている。墓域としては、八尾南遺跡調

査会(D-3地区)の人尾南 2号墳の他、長原遺跡では、東地区のN G84-6次、N G02-8次、

N G03-6次で方形・円形周溝墓で構成される墓域が検出されている。古墳時代前期 (布留式期)

の居住域は、八尾南遺跡では、前代の居住域を踏襲する形で推移している。長原遺跡では、布留

式新相段階の居住域がN G98-19。 20次、N G00-6次 を中心とする東北地区で検出されている。

布留式期の古墳としては、人尾南遺跡内では八尾南遺跡調査会(B-3地区)の八尾南 1号墳、長

原遺跡内では琢ノ本古墳、N G02-8次 の長原213号墳がある。

古墳時代中期の集落は、人尾南遺跡調査会(C-4・ D-1地 区)で前代から継続して居住域が

営まれている他、新たに居住域が広範囲に分散して成立している。遺跡北部では、Y S84-3次 、

Y S92-18次 ならびに北東方向の長原遺跡東地区のN G84-6次、N G87-67次 、N G95-36次、

N G99-15次 、N G02-8次 、N G03-6次 を含めた一帯。遺跡中央部から南部では八尾南遺跡

調査会(C-4・ D-1地 区)・ Y S87-8次から長原遺跡東南地区のN G82-41次 を含めた集落

域が想定される。これらの集落域の広がりは、長原遺跡で古墳時代中期初頭に出戸自然堤防上に

成立した「東集落」を構成した居住域群に位置付けられる。これらの集落に関連した古墳として
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は、Y S83-2次で 1基、Y S87-8次 で3基、Y S88-12次で4基が検出されている他、西接

する長原遺跡内の長原吉墳群の東部で検出された古墳についても、これらの集落と有機的な関係

が推定される。当該期においては、須恵器・韓式系土器に代表される新出土器の出現に伴う厨房

様式の変化、Y S87-8次出上の木製鞍から推定される馬飼養等の生活様式の変化が窺われる。

長原遺跡東地区のN G02-8次では、「コ」の字形の溝を伴う鉄鍛冶工房やN G99-15次調査では、

大壁建物が検出されており、渡来系もしくは渡来人と密接な関係を持った在来集団が想定される。

しかし、古墳時代後期前半を境として集落域の減少傾向が顕者に認められている。このような傾

向は西接する長原遺跡においても同様で、長原古墳群の終焉時期とも符合 しており、この時期に

社会情勢に大きな変化が生じたものと推定される。

飛鳥・奈良時代の遺構・遺物は人尾南遺跡内では希薄である。長原遺跡では東北地区のN G95

-57次、N G96-9・ 66次、N G97-13・ 43・ 56次、N G98-20次、N G00-6次、N G01-14

次、N G04-3次付近一帯で長期間に亘って比較的安定した居住域が形成されている。これら集

落からは、奈良時代中期を中心とする導、硯、銅銭、蛇尾、墨書土器、屋瓦のほか、斎串や横櫛

などの木製品、多量の牛馬骨が出上しており、中央政権による水田や牧経営の管理運営を行った

集落であった可能性がある。こられの居住域以外については、大半が水田として利用されていた

ようで、当該期の集落は長原遺跡西地区や瓜破台地周辺に集中している。

平安時代、八尾南遺跡位置する一帯は『和名類衆抄』によれば、河内国丹比郡に属 している。

■世紀頃丹比郡は大津道を境に丹北・丹南の2郡に分割され、以後は丹北郡に属 している。調査

地一帯の条里区画では、丹北郡九条五里ニノ坪にあたる。この地点より二坪西にあたる七条五里

地点から出土 した治暦二年 (1066)銘 のある木簡には「長原里三十五坪」と記されてお り、当時、

坪名呼称が行われていたことが推定される。当該期においては、条里制に基づく方格地割に規制

された集落が長原遺跡、木の本遺跡を中心に出現 しているが、開発が活発化するのは平安時代中

期以降である。集落としては、木の本遺跡西部の木の本、南木の本地区に鎮座する式内社楠本神

社三座のうちの二座を中心とする一帯で、平安時代中期の居住域が検出されている。八尾南遺跡

内では、Y S82-1次 で平安時代後期の居住域が検出されているほか、津堂遺跡では集落内寺院

である塔ノ本廃寺がこの時期に成立している。

鎌倉時代においても、水田に関連した溝遺構が検出されている程度である。周辺では、長原遺

跡南地区および津堂遺跡で居住域が検出されている。また長原遺跡、津堂遺跡では、集落の回り

に大溝を配する集落形態が出現しており集落形態が散村から集村へ変化している。室町時代以降

も集落域は長原遺跡西南地区付近に存在しており、当遺跡範囲では水田に関連する遺構のみが検

出されている。室町時代中期以降は、長原遺跡においても遺構・遺物が希薄で、以後、一帯は水

田地帯に移行 していったようである。

参考文献 (八尾南 。長原遺跡の文献については第 1表参照)

。近江俊秀・岡田清- 1989「河内南部における古代末期から中世土器の諸問題―木の本遺跡SW-02出土遺

物を中心として一」『八尾市文化財紀要 4』 入尾市教育委員会文化財室
。清水和明 1996「長原里」の木簡」F葦火61号』 (財)大阪市文化財協会
・杉本厚典 2003「八尾南・長原・城山遺跡における集落構成の変化―弥生時代から古墳時代にかけての地域

社会の一様本目」『大阪歴史博物館 研究紀要第2号』 (財)大阪市文化財協会
・原田昌則 2008「 大田遺跡第 1次発掘調査報告書」『(財)人尾市文化財調査研究会報告108」 (財)人尾市文化

財調査研究会
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3 垂早 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

今回の調査は、大阪防衛施設局の共同住宅建替え工事に伴うもので、当調査研究会が入尾南遺

跡内で行った第18次調査 (Y S92-18)にあたる。調査地点は、昭和62(1987)年度に当調査研究会

が実施した第10次調査 (Y S87-10)の北東約50mに位置している。調査対象範囲は、建物本体の

基礎構築工事により遺跡が破壊される範囲である。東西方向に長い長方形の調査地で、上幅で東

西35,Om、 南北19,Omで、面積は下幅で約400だ を測る。

調査方法については、八尾市教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に従い、現地表下約1,7～ 1.8

mま でを重機により掘削 した。以下は、層位に従って約0,8mを人力掘削により行い、遺構・遺

物の検出に努めた。

調査地の地区割りについては、調査地北西隅を基準点として、調査区全体を5m単位に区割 り

した。地区名は、北西隅を基点として東西方向がアルファベット(西からa～ h)、 南北方向が算

用数字 (北から1～ 4)と し、 la～ 4h地区と呼称 した。地点の表示については、Y軸 (YO～
Y35)、 X軸 (XO～ X20)の交点の数値で表記 した。遺構番号は、遺構略号の後に面番号を付与

し3～ 4桁の遺構番号を合わせて表記する方法を執った。

調査の結果、 2面 (第 1面 。第 2面 )に亘って、古墳時代中期初頭から中期前半 (5世紀初頭か

/ ＼

0                    20

第2図 調査区設定図(S=1/500)

第
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ら前期)に至る遺構 。遺物を検出した。また、第 3面では古墳時代前期末から中期初頭に比定さ

れる遺構を検出した。出土遺物は古墳時代中期初頭から前半を中心とする土師器・韓式系土器・

須恵器・土製品 。石製品等が出上しており、総量はコンテナで約12箱におよぶ。

第 2節 検出遺構 と出土遺物

1)基本層序

本調査地では、盛土層を除いてT,P,+9.00m前 後以下の地層を確認した。周辺で実施した既往

調査成果では、T.P.+9,70m前 後に旧耕作土層の存在が確認されているため、約0,7m程度が削

平を受けているものと推定される。現地表下2.6mま でに確認した沖積層上部層を、10層 (第 0～

9層 )|こ 区別して基本層序とした。

第 0層

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

盛土。層厚0。 80～ 1.00m。 上面の標高はT.P.+9.80m前 後である。

2.5Y8/6黄色極最粒砂～粗粒細砂。水平方向のラミナが認められる洪水起源の堆積層で、

上方にかけて粗粒化している。層厚0.18～ 0,40m。

N5/0灰色粘土～細粒砂。平安時代の水田作土層である。上部は淘汰が悪い攪拌層で、黒

～暗灰色のシルト～細粒砂 と炭化物の薄層が水平方向に堆積 している。上面に畦畔、足

跡が認められる。層厚0.13～0,33m。

5BG5/1青灰色細粒砂混粘土～細砂。淘汰が悪い層相で、下部に行 くに従って極細粒～細

粒砂の含有を増す。層厚0,10～0.23m。

5BG4/1暗青灰色細粒砂混粘土～細砂。淘汰が悪い層相で、下部に行 くに従つて細粒～粗

粒砂の含有を増す。層厚0,07～ 0。 40m。

N4/0灰色粘土。粘性が弱 く、酸化鉄が斑点状に沈着している。層厚0.05～ 0.16m。

7.5Y4/1灰色粗粒砂混粘土。やや不均質の層相で、上面は土壌化している。層厚0.05～ 0.17

m。 古墳時代中期の遺物包含層。

10BG4/1暗 青灰色。シル ト～細粒砂が優勢な層相であるが、やや不均質である。酸化鉄

の斑点が散見される。層厚0,06～0.25m。 上面は第 1面であるが、第 2面検出の遺構と

は時期差が少ないため、整地層の可能性がある。

10BG6/1青 灰色シル ト～細粒砂。細粒砂が優勢でしまりの悪い層相である。酸化鉄が斑

点状に沈着している。層厚0.05～ 0.35m。 上面は古墳時代中期初頭から前半の遺構構築

面 (第 2面)である。

:5BG5/1青灰色粘土。粘性が強く、滞水状況下での堆積層と考えられる。層厚0。 40m以上。

上面は第 3面。
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2)検出遺構 と出土遺物

第 1面

現地表下約1,9m前後 (T.P.+7.8m)に 存在する第 7層 10BG4/1暗青灰色細粒砂層上面で、古墳

時代中期前半 (5世紀前半)に 比定される掘立柱建物を 1棟 (S B101)、 土坑11基 (S K101～ 111)、

溝 6条 (S D101～ 106)、 小穴・柱穴26個 (S P101～ 126)、 落込み状遺構 1箇所 (S0101)を検出

した。以下、出土遺物を掲載 した遺構を中心に記述 し、それ以外は一覧表で詳細を示 した。

掘立柱建物 (SB)
S B101

調査区北西部の 2ab地 区で検出した。桁行 2

間 (3,1～ 3.2m)、 梁行 2間 (2.7～3,Om)の 総柱建

物である。柱間は、桁行が1.3～ 1,9m、 梁行1.1

～1.5mを 測る。主軸方位はN35° Wで、床面積

約9,0だ を測る。柱穴の掘方形状は円形・楕円形・

不定形で不揃いである。埋土はN3/0暗灰色細粒砂

混粘上である。建物の西側に並行 して伸びるSD
103が区画溝、建物の南東部から南に伸びるSD
104が排水のための溝であった可能性がある。

土坑 (SK)

総数で11基 (S K101～ 111)検出した。調査区の

全域に分散 して検出されているが、特に調査区の

北西部で検出された S B101の周辺に集中する。

S K105

調査区西部の 3c区で検出した。不整の楕円形を呈する。東西幅1.2m、 南北幅0,94m、 深 さ0,11

mを測る。埋土はN3/0暗灰色細粒砂混粘土である。遺物は輔羽口 1点 (1)が出上 している。 1は

やや小ぶ りの直線羽口片で元口部分を欠 く。通風孔は径1.7cmで 、先端部分に溶解 した部分が認

められる。

S K107

調査区北東部の 1・ 2e、

lf地区で検出した。北部が

調査区外に至るため全容は不

明である。検出部分で、東西

幅3.97m、 南北幅2.09m、 深

さ0.35mを 測る。底部に2箇

所小穴が存在 している。埋土

はN3/0暗灰色細粒砂混粘土で

ある。遺物は土師器の細片が

第 5図  S K105(1)、 S K107(2・ 3)、 S Klll(4)出 土遺物実測図

「P178レ¨%%%威 ―

第 4図  S B101平 断面図(S=1/80)
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極少量出上している。 2点 (2・ 3)を 図化した。2は土師器蓋と推定される。3は器種が限定で

きないが、体部外面に格子タタキを施す瓦質焼成の上器片である。

S Klll

調査区南東部の3ef地区で検出した。 S D102の北肩を切っている。楕円形で、長径1.83m、

短径1.20m、 深さ0.21mを測る。埋土はN3/0暗灰色シルト混粘上である。遺物は土師器、韓式系

土器が極少量出土している。韓式系土器鍋 1点 (4)を 図化 した。4は丸味のある底部を持つ大形

鍋である。把手を欠く。口径28.9cm、 器高13.Ocmを測る。外面の体部から底部に平行タタキが行

われている。色調は淡褐灰色。胎土中に0.5Hlm大の長石 。チヤー トを多 く含む。

一
Xll

A´

‖ 菰     ~

T P +8 00rn

l N3/0暗灰色細粒砂混粘土

TP+790m

l N3/0暗灰色細粒砂混粘土

第7図  S K105、 S K107、 S Klll平断面図(S=1/40)
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第 2表 第 1面 上坑 (S K101～ 104。 106・ 108～ 110)法量表 (単位m)

遺構名 地  区 平面形 東西幅 南北幅 深 さ 埋  土 出土遺物

S K101 2ab 不整形 1.88 0.39 灰色細粒砂混粘土

暗灰色粗粒砂混粘土
土師器・韓式系土器・娠
恵器

S K102 1・ 2b 不定形 l.98 0.16 暗灰色粗粒砂混粘土 土師器

S K103 2c 2.47 2.24 0.28 7.5Y4/1灰色粗粒砂混粘土
7.5Y8/3淡黄色シルト混粘土

土師器・韓式系土器

SK 2・ 3c 0.12 N3/0暗灰色細粒砂混粘土 土師器

SK 円形 1.16 0.18 N3/0暗灰色細粒砂混粘土 土師器

SK 4f 不整形 0.68 0,14

SK 1・ 2b 0.92 0.21 暗灰色シル ト混粘土 土師器

SK 3・ 4cd 不定形 2.41 0.18 W3/0暗灰色細粒砂混粘土 土師器

溝 (SD)

総数で 6条 (S D101～ 106)を 検出した。規模の大きい S D101'102を 除けば、小規模なものが

大半を占めている。特に、小規模なものは調査区北西部分の S B101の周辺に集中してお り、建

物の区画やり

'水

等に関わる性格が想定される。

S D101

調査地の北西部の lbc区 から南東部の 2～ 4g区 にかけて蛇行 して伸びるもので、東端付近

で流路を南北方向に変えている。東部で S D102を 切る。検出部分で、長さ5.9m、 幅2.3～ 5.2m、

深さ0.4mを 測る。埋土は上層が2.5GY5/1オ リーブ灰色シル ト混粘土、下層がN2/0黒色細粒砂混

粘土である。出土遺物としては、土師器、韓式系土器、製塩土器、須恵器があり、特に溝の東端

付近に土器類が集中する部分が認められた。遺物の総量はコンテナ 1箱程度であるが、土師器、

韓式系土器類の細片が大半を占めており、須恵器類は微量である。27点 (5～ 31)図化 した。 5は

土師器小形壺である。粗製品で、体部外面はハケ調整が施されている。 6。 7は小形の土師器直

口壺である。 8～ 13は土師器甕である。 8～ 11は布留系の甕である。10の体部タト面上位には、へ

ラ状工具による刺突痕が 4箇所に残る。12は土師器長胴甕。13は短 く外反する口縁部を持つ韓式

系土器甕で、体部外面に格子タタキが施されている。14が土師器小形甕。体部から口縁部外面に

縦方向のハケが施されている。15～ 19は韓式系の小形鉢である。体部タト面のタタキ文様は、15が

平行タタキ、16が縄蒲文タタキ、17が格子タタキである。13の裏面には方形のゲタ印が残る。20

は半球形の体部に小 さく外反する口縁部が付 く小形鉢である。口径20.5cm、 器高7.Ocmを 測る。

体部外面に平行タタキが施されている。21～29は土師器高杯である。21は杯部が半球形を呈する

もので、口縁部付近で小さく外反 している。22～ 26は有稜高杯である。22が小形品で、復元口径

18.8cmを測る。23～ 25は杯口縁部が斜上方に直線的に大きく伸びる大形高杯で、口径22.2～ 25,7

cm、 器高13.4～ 15,lcm、 杯体部高5.9～7.6cmを測る。23。 24の杯部内外面には縦方向の密なヘラ

ミガキが施されている。25は 23・ 24に比 して杯部が深い。26は 口径に比 して杯部が深い大形高杯

で、口径21.9cm、 杯部高9,Ocmを 測る。杯部内外面に横方向のヘラミガキの後、縦方向のヘラミ

ガキが施されている。27～ 29は椀形の杯部を持つ小形の高杯である。30は須恵器杯蓋で、つまみ

を欠 く。天丼部に刺突痕が三段環状に施されている。田辺編年のT K73型式のものか。31は須恵

器小形壼または瓦泉外部の細片である。体部外面下位に静止ヘラケズリが認められる。色調は白

灰色から灰色を呈する。遺構の帰属時期は辻編年 (辻2002)の 3段階(5世紀前半)に比定される。
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第8図 S D101平 断面図(S=1/100)
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S D102

調査 区南東部で検出 し

た。南西 ―北東に伸びるも

ので、北肩が一部 S Klll、

東端が S D101に 切 られて

いる。検出部分で長さ28,8

m、 幅5,4～ 10.5m、 深 さ

0,281nを 沢1る 。埋 LはN2/0

黒色細粒砂混粘土である。

遺物は土師器、韓式系土器、

須恵器、製塩土器の細片が

少量出上 している。5点 (32

～36)を 図化 した。32は韓

式系土器甕の口縁部から体

部上半の細片である。外部

外面に平行タタキが施され

ている。33は平底鉢の細片

である。体部外面に平行タ

タキが施されている。34は

土師器蓋である。天丼部中

央につまみを貼 り付けた痕

跡がある。全体に丁寧な作

りで、口径 13。 4cm、 器高3.6

cmを 測 る。色調は灰責色。

胎土中に 5 mm以下の長石 。

チャー トが散見される。35

は椀形高杯の杯部である。

杯部は完存 してお り、口径

「荊mO以�)ヽ
~

l N2/0黒色細粒砂混粘土

第10図 S D102平断面図 (S=1/80)

Ocm

第11図  S D102出 土遺物実測図

とす葡辞__二上_____二子
m

13.4cm、 杯部高5,Ocmを 測る。杯部内面に放射状ヘラミガキが施されている。36は裁頭卵形を呈

する薄手式の製塩土器片である。広瀬和雄分類 (広瀬1994)の九底 I式にあたる。色調は灰白色で

ある。遺構の帰属時期は5世紀前半が推定される。

第 3表 第 1面 溝 (S D103～ 106)法量表 (単位m)

遺構名 地  区
全長

(検出長)

幅

(最大)

深 さ 埋  土 出土遺物

S D103 2a～ 3b 4 0.6 0.15 N2/0黒色細粒砂混粘土 土師器

S D104 2・ 3b 4.2 0.52 0.14 土師器

S D105 1・ 2a 0.62 0,15 土師器・須恵器

S D106 2bc～ 3b 2.2

-16-



小穴・柱穴 (SP)

S P101～ S P126

掘立柱建物を構成する柱穴を含めて総数で26個 (S P101～ 126)を 検出した。検出位置は、 1・

2d地区で検出された S P123～ 125を 除けば、調査区の北西部分に集中している。平面の形状は

円形・楕円形・隅丸方形・不定形のものがある。法量は幅0.23～ 1.07m、 深さ0.05～ 0.27mを沢J

る。そのうち、S Pl13・ 115。 120。 122・ 126を 除く遺構から遺物が出上しているが、細片のた

め図化し得たものはない。各小穴・柱穴の法量等の詳細は第4表に示した。

第 4表 第 1面 小穴・柱穴 (S P101～ 126)法量表 (単位m)

落込み状遺構 (SO)

S0101

調査地南西部で検出した。南部および西部が調査区外に至るもので、北部でS D103・ 104・ 106

に切られている。検出部分で東西幅12.Om、 南北幅7.Om、 深さ0。 26mを測る。底部はほぼ平坦

であるが、溝状や小穴状の窪みが散見される。内部の堆積土は5BG2/1青 黒色粗粒砂混粘上である。

出土遺物は土師器、韓式系土器、須恵器等の細片がコンテナ 1箱程度出上している。出土遺物の

内訳は、土師器、韓式系土器が大半で須恵器は微量である。17点 (37～ 53)を 図化 した。37は 土師

器小形壷。完形品で口径7.4cm、 器高8.4cm、 体部最大径9,4cmを 測る。38・ 39は 韓式系土器甕で

遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

SP 01 2a 楕円形 0.42 0.33 0。 14 〈3/0暗灰色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

SP （
Ｖ ク 円形 0.52 0.48 0。 12 土師器・韓式系土器・須恵器

SP （
Ｖ 0.78 0.67 0。 12 土師器

SP 04 la 楕円形 0.52 0.41 0。 13 土師器・韓式系土器

SP 05 2a 0.47 0.32 0.11 土師器・韓式系土器

SP 2ab 不定形 0.53 0。 32 0.12 土師器

SP （
υ 2b 楕円形 0.37 0.28 0.14 土師器

SP 08 0.78 0.49 0.15 土師器・韓式系土器・須恵器

SP （
Ｖ 円形 0.56 0.5 0。 15 土師器

SP 10 不定形 0.62 0.44 0.09 石材

SP 0.88 0.56 0.08 土師器

SP 楕円形 0.65 0.41 0.05 土師器

SP 円形 0.29 0.23 0.06

SP 14 楕円形 0.41 0.3 0.14 土師器

SP 不定形 0.47 0.38 0.09

SP I品九方形 （
） 0.86 0.16 土師器・須恵器

SP 円形 0,44 0,43 0.17 土師器

SP 楕円形 0 42 0.33 0.13 土師器

SP 0.38 0.27 0.17 土師器

SP 20 円形 0,43 0,41 0.19

SP lb 隅丸方形 0.53 0,37 0.27 土師器

SP 円形 0.33 0.31 0 08

SP 2d 0.85 0,79 0.22 土師器・韓式系土器・須恵器

SP 24 ld 0.47 0,45 0,15 土師器

SP 楕円形 0,63 0,39 0.22 土師器

SP 2a 円形 0.4 0.3 0.27

-17-
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1 5BG2/1青 黒色細粒砂混粘土

第12図  S0101平断面図(S=1/100)

ある。38は口縁部付近の細片である。体部外面に平行タタキを施す。39は長胴形の体部に小さく

外反する口縁部が付 く甕である。体部外面に格子タタキを施す。40～42は土師器鉢である。401ま

半球形の体部を持つ小形鉢。41は小さく外反する口縁部を持つ小形鉢。42は浅めの体部を有する

小形鉢。完形品で口径14.5cm、 器高5.4cm、 底径9,4cmを 測る。T G232型式にみられる百済系の

初期須恵器を模倣したものと考えられる。43・ 44は韓式系土器の小形鉢。43の体部外面に平行タ

タキを施す。43・ 44共 に底部タト側面にはヘラケズリが施されている。45は椀形の体部を持つ椀形

高杯。46は大形の有稜高杯の杯部である。口径22,7cm、 杯部高9,Ocmを 測る。47は脚部である。

48～51は直口の口縁部を有する甑である。48,49が口縁部の細片で、体部外面の調整は共にタテ

ハケである。50は体部下半から底部が完存している。体部外面に平行タタキを施す。裏面の蒸気

孔は円形で、中央部に 1個、その周りに8個が配されている。51は体部外面に,鳥足文タタキを施

す韓式系土器の甑である。寸胴状を呈する体部中位の左右に把手が貼 り付けられている。図上で

完形に復元可能で、口径21.6cm、 器高27.lcm、 把手部分を含めた最大幅31.5cm、 底部径14.5cmを 測る。

裏面の蒸気孔は50と 同様、中央部に 1個 (径3.Ocm)、 その周 りに8個 (径2.Ocm)が配されている。

-18-
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第13図 S0101出土遺物実測図
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把手は両側に平坦な端面を持つ牛角状で、平面はナ

デ調整で把手の上面は浅 く溝状に狭 られ、両方とも

に下側面には竹管文状の凹みが 2個みられる。体部

と底部の接合においては補足粘上を用いて圧着 した

後、横方向にケズリとナデを行いて平滑に整形され

ているが、やや雑で不完全な部分が多い。体部タト面

の器面調整は、口縁部がヨコナデ、体部上半から下

半に鳥足文タタキ、体部下半にナデが行われている。

鳥足文タタキメは、把手下部付近に水平方向に描か

れた直線文を境 として上部に3条、下部に2条の計

5条が確認できる。タタキメは右開きで、基本的に

は向って左から右方向に横方向に連続 し、その成形

作業を上段から下段に向って行っている。鳥足文タ

タキの原体は、僅かに左に傾 く平行線の彫込みに、

横線の 1点を基′点として上下に斜線を持つ′鳥足状に

彫られた文様が直行 している。鳥足文タタキの原体

文様としては、田中清美氏分類 (田 中1994)の、中心

軸の先端が集束せず角度が大きいC類 に分類される

もので、鳥足文タタキ原体の法量は長さ 3 cm、 幅1.8

cm程度である。焼成は良好で色調は淡赤橙色である。

52は 韓式系土器の鍋である。底部以外はほぼ完存 している。「 く」の字状に屈曲し流口を有する

口縁部を持つ鍋で、体部の中位に左右一対の牛角状把手が付 く。口径31.4cm、 残存高23.Ocm、 把

手部分を含めた最大幅41.4cmを 測る。体部外面の鳥足文タタキは、体部下半を境に、上部では横

方向、下部では左斜方向に行われている。上部では、把手下位部分より上部に3条、下位では部

分的に行われている。鳥足文タタキの原体は51と 同じものが使用されている。タタキの回数は、

把手部分の上部付近で一周38回程度が行われている。内面が黒色を呈する以外は、焼成や色調は

51に類似しており、同一二人による可能性がある。

なお、51・ 52の類例 としては、調査地北西約400mで行われた長原遺跡のN G95-36次調査の

長原7B層層準から出土した資料 (櫻井1998)が ある。形状や法量、鳥足文タタキの施文方法の類

似性や52の ように内面全体が黒色を呈する点においても共通点を持つもので、同一製作集団ある

いは同一二人の製作である可能性が高い。一方、N G95-36次調査出上の韓式系土器については、

辻美紀氏が示された古墳時代中期編年 (辻2002)の 中で、 2段階新相に比定されており、初期須恵

器では大庭寺遺跡のT G232型式 (藤 田ほか1995)と の併行関係が示されている。53は須恵器無蓋

高杯の杯部である。復元口径13,Ocmを測る。田辺編年 (田辺1966)の T K73型式(5世紀前半)前後

のものと推定される。遺構の帰属時期については、5世紀前半が推定される。

52

第14図 鳥足文タタキメ拓影(S=1/1)
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第 2面

第 1面から0.1～ 0.2m下層 (T,P.+7.6～ 7.7m)に 存在する第 8層 10BG 6/1青灰色細粒砂・シ

ルト層上面で、古墳時代中期初頭から前半(5世紀初頭から前半)に比定される掘立柱建物 6棟 (S

B201～ 206)、 土坑 9基 (S K201～ 209)、 溝16条 (S D201～ 216)、 小穴・柱穴118イ固(S P201～

2118)を検出した。第 2面 として捉えたが、第 1面 とは時期差が少ないものと考えられる。以下、

主要遺構および出土遺物を掲載した遺構を中心に記述 し、それ以外は一覧表で示した。

や
／
／掘立柱建物 (SB)

調査区中央部以西で掘立柱建物 6棟 (S B201

～206)を検出した。中央より西には重複して 3

棟の掘立柱建物 (S B201～ S B203)と 、これよ

り西に 1棟 (S B204)、 北東に 1棟 (S B205)、

南東に 1棟 (S B206)を検出した。

S B201

調査区西部の 2・ 3bc地区で検出した。 S

B202・ 203が重複 している。総柱建物で桁行 2

間(3.Om)、 梁行 2間 (3.Om)の規模を測る。柱

間は、桁行が1.5m、 梁行1.5mを測る。主軸方

位はN56° Wで、床面積は約9,0∬ を測る。柱

穴の掘方形状は円形・楕円形・不定形で規模は

径0。 37～0.70m、 深さ0.09～ 0。 27mを測る。主

軸を同じくするS B204・ 205が 同時期に併存 し

た遺構の可能性がある。

S B202

S B201・ 203と 重複している。総柱建物で桁

行 2間 (3.lm)、 梁行 2間 (2.7～2.8m)の 規模

を測る。柱間は、桁行が1.5～ 1.6m、 梁行1.2

～1.5mを 測る。主軸方位はN40° Wで、床面

積は約8.5ゴ を測る。柱穴の掘方形状は円形 。

楕円形・不定形で規模は径0.32～ 0.65m、 深さ

0,09～ 0.29mを 預Jる 。主軸を同じくするSB
206が 同時期に併存 した可能性がある。

S B203

S B202の やや西側にずれて重複 している。

総柱建物で桁行 2間 (3.0～ 3.lm)、 梁行 2間

(3.4m)の 規模を測る。柱間は、桁行が1.5m、

梁行1.6～ 1.8mを測る。主軸方位はN44° Wで、

床面積は約10だ を測る。柱穴の掘方形状は円

第15図  S B 201～ 203平面図(S=1/80)

⑦ ⌒＼ ⌒  ガ

生峠 Ostt ёĺ υ
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TP+770m
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第16図  S B201平断面図(S=1/80)
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形・楕円形で、規模は径 0。 35～0.62m、

同時期に併存 した可能性がある。

S B 202 せ

深さ0.07～ 0.28mを測る。主軸を同じくする S B206が

⑦
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第18図  S B202～ 205平断面図(S-1/80)
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S B204

調査区北西部の 1・ 2ab地 区で検出した。

北西端が調査区外に至るため全容は不明である

が、桁行 2間 (4,lm)、 梁行 2間 (4.Om)の規模

を測る。柱間は、桁行が2.0～2.lm、 梁行2,0

mを測る。主軸方位はN62° Wで、床面積は約

16.4ど を測る。柱穴の掘方形状は円形で径0.46

～0,68m、 深さ0.04～ 0.31mを 測る。主軸方向

の数値が近似値であるS B201・ 205が同時期に

併存 した可能性がある。

S B205

調査区中北部の 1・ 2cd地 区で検出した。

北西端が調査区外に至るため全容は不明である

が、桁行 2間以上 (4.Om)、 梁行 1間 (3,lm)の

規模を測る。柱間は、桁行1.9～2.lm、 梁行3.1
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第19図  S B206平断面図(S=1/80)

mを測る。主軸方位はN70° Wである。柱穴の掘方形状は円形および不定形で径0,35～ 0。 50m、

深さ0.12～ 0.29mを測る。主軸を同じくするS B201・ 204が 同時期に併存 した可能性がある。

S B206

調査区中南部の 3・ 4cd地 区で検出した。南部が調査区外に至るため全容は不明であるが、

束柱があるため総柱建物であったと推定される。検出部分で桁行 2間以上 (3.Om)、 梁行 1間 (3.3

m)の規模を測る。柱間は、桁行が1.3～ 1.6m、 梁行1.6～ 1,7mを 測る。主軸方位はN33° Wで

ある。柱穴の掘方形状は円形および楕円形で径

0,10～ 0.40m、 深さ0.10～ 0.29mを 測る。主軸

を同じくするS B202・ 203が 同時期に併存 した

可能性がある。

土坑 (SK)

総数で 9基 (S K201～ 209)を検出した。調査

区全域で分散 して検出されている。調査地北東

隅で検出された S K208か らは、滑石製勾玉・

臼玉が出上 してお り、祭祀的な様相が推定され

るがそれ以外の上坑については、掘立柱建物の

周辺に分布 している。

S K201

調査区西部の3b地区で検出した。 S K202、

S P228に 一部切 られている。不定形で、東西

幅1.42m、 南北幅1.56mを測る。底部はほぼ水

平で深 さ0.lmを 測る。埋土はN3/0暗灰色粘土

第20図  S K201平断面図(S=1/40)

TP+760m

1 0cm
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第21図  S K201出土遺物実測図



である。遺物は土師器の細片が極少量出土 し

ている。 1点 (54)を 図化 した。土師器小形鉢

の底部である。体部外面にハケ調整、底部側

面にヘラケズリが施されている。

S K208

調査区北東隅の 1・ 2g地区で検出した。

北部および東部が調査区外のため全容は不明

である。検出部分で、東西幅1,9m、 南北幅3.12

m、 深さ0.18mを 測る。内部の堆積土はN3/0

暗灰色粘土である。遺物は土師器、韓式系土

器等の上器類の他、石製品 (勾 玉・臼玉)が出

土 している。26点 (55～ 80)を 図化 した。土器

類は9点 (55～63)を 図化 した。55・ 56は土師

器奏である。55は小形品で口径 11.2cm、 器高

10.8cm、 体部最大径12.3cmを測る。体吉トタト面

にハケ調整を施す。56は 中形品で底部を欠 く。

体部外面のハケ調整は左上が りに施されてい

る。57は土師器平底鉢である。体部に丸味を

持つもので、口縁部はガヽさく外反する。口径

10.6cm、 器高12.3cm、 体部最大径12.6cmを測

る。然部外面には、ハケ調整が施されている。

Y31

|

A´

I而 吊       ~
I N3/0暗灰色粘土

m

第22図  S K208平断面図(S=1/40)

58～ 63は 土師器高杯である。58は有稜高杯である。脚部を欠 く。59～63は椀形高杯である。完形

品ないしは図上で完形に復元可能である。口径12.6～ 13.6cm、 器高10,3～ 11,3cm、 裾部径8.3～9,3

cmを 測る。色調は赤褐色系である。胎土には 5 mm以下の長石が散見される。石製品は17点 (64～

80)を 図化 した。64～ 79は 臼玉、80が勾玉である。80の勾玉は、土師器小形甕 (55)の 中から出上 し、

0           10           20cm

第23図  S K208出 土遺物実測図-1
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臼玉類はその周囲から出土した。石材はすべて

滑石製である。法量等は第 5表に示した。遺構

の帰属時期は辻編年の3段階(5世紀前半)に比

定される。

S K209

調査区南東部の 3g地

区で検出した。東端は調

査区外に至る。検出部分

で東西幅2.32m、 南北幅

2.12mを 測 る。埋 土 は

10BG6/1青 灰色細粒砂混

シル トである。遺物は韓

式系土器 1点 (81)が 出土

している。81は韓式系土

器の平底鉢の完形品であ

る。口径 11.6cm、 器高11,3

1 10BG6/1青灰色細粒砂混シル ト

m

109m

第25図  S K209出

土遺物実測図

第 5表 玉類法量表 (cm)

番号 製品名
法 量

石材
幅 厚 さ 孔径

64 臼 玉 0,42 0,22 0.20 滑 石

0.42 0,27 0.20

0.42 0.25 0.17

0.45 0.22 0,22

0.43 0.25 0.21

0,35 0.32 0.13

70 0,37 0.30 0,17

0.37 0.15 0.18

0.40 0,10 0.19

番号 製品名
法  量

石材
幅 厚 さ 孔径

臼玉 0.55 0.25 0,18 滑石

74 0.57 0.35 0.14

0.55 0.30 0,18

0,52 0,25 0.16

0.50 0.30 0。 16

0.50 0,30 0.17

0.45 0.20 0.14

80 勾 玉 3.35 0.35 0.17
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

S K202 3bc 不定形 1.42 1.76 0.08 Nl.5/0黒色細粒砂混粘土 土師器

S K203 2・ 3d 0.87 0。 90 0.10 N3/0暗灰色粘土 土師器

S K204 3d 楕円形 0.64 0.81 0,12 5B4/1暗青灰色シル ト混粘土 土師器

S K205 lde 不整形 2.45 0,80 0.09 N4/0灰色シルト混粘土

S K206 1・ 2f 楕円形 0,99 ０
０

つ
る 0。 14 Nl.5/0黒色粘土 土師器

S K207 4e 不 明 2.00 0.54 0。 19 2.5GY2/1黒色細粒砂混粘土

cm、 体部最大径 11.9cm、 底径7.3cmを 測る。体部外面の器面調整は縄蒲文タタキで、体部外面と

底部側面の接合部分に補足粘土を削 り取ったヘラケズリの痕跡が認められる。底部裏面に 4 cm四

方のゲタ印の圧痕が認められる。遺構の帰属時期は古墳時代中期前半が推定される。

第6表 第2面 土坑(S K202～ 206)法量表(単位m)

溝 (SD)

総数で16条 (S D201～ 216)を検出した。「コ」の字状に広がるS D215を 除けば、小規模で直線

的に伸びるものが大半を占める。掘立柱建物群を構成する調査区中央部以西に集中してお り、掘

立柱建物の建物を区画する小溝の役割を果たしたものと推定される。そのうち、遺物が出土した

ものはS P206～ 208・ 214・ 216で、図化したS D208出 土遺物以外は細片が大半を占めている。

各溝の法量等の詳細は第 7表に示 した。

S D208出土遺物

土師器、韓式系土器の細片が少量出土 している。 2点 (32・ 83)を

図化 した。 2点共に韓式系土器平底鉢である。32は 口縁部から体部

の細片である。屈折する口縁部を持つもので復元口径14.Ocmを測る。

体部外面に平行タタキが施されている。83は底部の細片である。復

元底径9.8cmを測る。

第7表 第2面 溝(S D201～ 216)法 量表(単位m)

第27図  S D208出 土遺物

3

0                1 0cm

遺構名 地 区
全長

(検出長)

幅

(最大 )

深 さ 埋  土 出土遺物

S D201 4b 0.44 0,13 0,06 N4/0灰色細粒砂

S D202 4bc 2.86 0.51 0,05 N2/0黒色細粒砂

S D203 3b 1.97 0,19 0.04 ク

S D204 4b 1.74 0.32 0,05 ク

S D205 2b 1.28 0,27 0,03 ク

S D206 3.00 0.44 0.07 // 土師器

S D207 3d～ 4c 4.80 0,90 0.12 土師器・韓式系土器

S D208 2c～ 3b 6,70 0.41 0.03 土師器・韓式系土器

S D209 3b・ C 2.35 0,31 0.05

S D210 2・ 3c 4,34 0.45 0.05

S D211 3d～ 4c 6.46 0.39 0.05

S D212 3・ 4d 1.67 0.30 0.08

S D213 4cd 3.20 0.49 0.15

S D214 3・ 4d 5.38 0.51 0,09 土師器

S D215 2・ 3d～ f 14.94 2.30 1,15 N4/0灰色細粒砂

S D216 3・ 4 f Fr 3.96 0,92 0.09 N3/0暗灰色シル ト混粘土 土師器
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小穴・柱穴 (SP)

掘立柱建物を構成する柱穴を含めて、総数で118イ回(S P201～ 2118)を検出した。全域に分布し

ているが、掘立柱建物が重複する西部付近の密集度が特に高い。平面の形状では、円形・不整円

形 。楕円形 。
I島丸方形・不定形がある。規模は0.08～ 1.03m、 深さは0,03～ 0.33mを測る。その

うち、出土遺物を掲載した小穴 。柱穴については、平断面を掲載したが、それ以外については、

第 8表の法量表に詳細を示した。

第 8表 第 2面 小穴・桂穴 (S P 201～ 2118)法量表 (単位m)

遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

S P201 2a 不定形 0.48 0,38 0.13 〈3/0暗灰色細粒砂混粘土

S P202 la 0.56 0.35 0,05

S P203 lab 楕円形 0,71 0.62 0.06

S P204 2a 円形 0.57 0.56 0.21

S P205 3b ク 0.31 0,29 0.05 土師器

S P206 3ab 隅丸方形 0.45 0.31 0,11

S P207 3a 円形 0.21 0.21 0,07

S P208 3b 0.24 0.23 0,07 土師器

S P 209 3a 隅九方形 0,45 0,33 0.08 ク

S P210 3・ 4b 0.35 0.28 0。 11

S P211 4b 円形 0.33 0,28 0.12

S P212 0.38 0.33 0,06 土師器

S P213 0。 17 0。 16 0.04

S P214 ク ク 0.22 0.18 0.04

S P215 精円形 0.22 0,16 0.10 ク

S P216 2b 円形 0.61 0.53 0.25 土師器

S P217 不定形 0.55 0.49 0.28 土師器・韓式系土器

S P218 精円形 0.33 0.24 0。 18

S P219 不定形 0.40 0.40 0.18

S P 220 3b 0.89 0.53 0,23 土師器

S P221 隅九方形 0,75 0.44 0.21 土師器

S P222 不定形 0.68 0.39 0。 10 // 土師器

S P223 // 0.54 0.46 0.08

S P224 2b 0.53 0.31 0.18

S P225 楕円形 0,89 0.52 0.23 土師器

S P226 2・ 3b 隅九方形 0.26 0,24 0.11 ク

S P227 3b 不定形 0.69 0.39 0.29 土師器

S P228 0.64 0.5 0.14

S P229 円形 0.43 0.38 0.13 土師器

S P 230 3b 楕円形 0.59 0.44 0.16 土師器

S P231 2・ 3b ク 0.29 0.23 0.05

S P232 2b 0.40 0.31 0,12 //

S P233 円形 0,25 0.22 0,11

S P 234 楕円形 0.69 0.51 0,18 土師器

S P235 // 0.43 0,31 0.04 //

S P236 2bc 不定形 0.85 0.71 0,04

S P 237 2c 0,48 0.47 0.22 砥石

S P238 円形 0.26 0,22 0.07 ク
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋  土 出土遺物

S P239 2c 楕円形 0.19 0.15 0,03 N3/0暗灰色細粒砂混粘土

S P 240 不定形 0.27 0.22 0.04

S P241 0.50 0.33 0.07 //

S P242 円形 0,90 0.76 0.20 // 土師器 。砥石 86・ 87・ 90

S P 243 ０
０ 不定形 0.61 0.3 0.13 土師器

S P244 円形 0.23 0.23 0,07

S P245 3bc 楕円形 0.67 0.35 0,11 //

S P 246 不定形 0.53 0.43 0,09

S P247 3c 楕円形 0.28 0.23 0.12

S P248 0.35 0.27 0,07 ク

S P249 不定形 0.55 0.42 0.17 土師器

S P250 0.47 0.38 0,04 土師器

S P251 円形 0,38 0.37 0.14 ク 土師器・須恵器 84・ 85・ 89

S P 252 4c 0,32 0,3 0.08

S P253 隅丸方形 0.42 0.26 0.11 土師器

S P254 円形 0.37 0.34 0.06 ク

S P 255 4d 不定形 0.54 0.31 0.13 土師器

S P256 ク 円形 0.38 0.39 0.26 土師器

S P257 0,36 0.36 0。 18 ク 石材

S P 258 楕円形 0.35 0.38 0,14

S P259 3d 0.46 0.35 0,19

S P260 ク 円形 0.38 0.33 0.10

S P 261 3cd 不定形 0,34 0.30 0.14

S P262 3d 円形 0.38 0,36 0.12

S P263 不定形 0.38 0.34 0.16

S P264 2d 0.53 0.22 0.13

S P265 ク 隅九方形 0,42 0.23 0.13 ク

S P266 ９

２ 不定形 0.38 0.29 0.24 土師器

S P267 円形 0.33 0.29 0,15 土師器

S P268 ld 0,37 0.34 0.20

S P269 2d 不定形 1.03 0.72 0。 16 須恵器

S P270 1・ 2d 円形 0.45 0.42 0.28

S P 271 ９
， 不定形 0.53 0.37 0,20

S P272 0.83 0.55 0.17

S P273 3e 0.57 0.41 0。 11

S P274 楕円形 0.42 0.34 0.16 ク

S P275 ク 不定形 0.83 0,42 0.08

S P276 楕円形 0.49 0.35 0,11

S P277 0.40 0.33 0.13 土師器

S P278 不定形 0.64 0.45 0.13

S P279 3f 精円形 0.41 0,34 0,06

S P280 3ef 隅丸方形 0,44 0.36 0.20 ク

S P281 3f 楕円形 0.45 0.38 0.33 土師器

S P 282 0.58 0,44 0,10

S P283 0.42 0.32 0,06 ク

S P284 2g 0,31 0.22 0.13

S P285 // ″ 0.30 0.21 0.11
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遺構名 地  区 平面形 長径 短径 深 さ 埋 土 出土遺物

S P286 3g 楕円形 0,51 0.34 0。 15 N3/0暗灰色細粒砂混粘土

S P287 // 0,40 0.22 0。 10

S P288 ク 円形 0,36 0.30 0.13 ク

S P289 0.18 0.16 0.03 ク

S P290 不定形 0.20 0.18 0.03

S P291 4f 円形 0.34 0.30 0.09

S P292 2c 隅丸方形 0.56 0.34 0.17 // 土師器

S P293 2b 円形 0.20 0.17 柱根

S P294 0.16 0.15 柱根

S P295 3b 0.08 0.08 柱根

S P296 //
0。 18 0。 16 住根

S P297 0.11 0.10 住根

S P298 精円形 0,16 0.12 柱根

S P299 3c 円形 住根 。土師器

S P2100 な し 住根

S P2101 3b 円形 0.45 0.45 0.03 //

S P2102 4c 0,14 0.15 0。 15

S P2103 // 楕円形 0.19 0。 17

S P2104 2c 0,41 0,19 0.09 //

S P2105 隅丸方形 0.22 0.17 ″

S P2106 // ク 0,18 0。 12 0.13

S P2107 0.36 0.28 0.15

S P2108 ９
宿 0,30 0.29 ク

S P2109 // 円形 0.24 0,24

S P2110 2・ 3e 楕円形 0.24 0.20

S P2111 ０
０ 不定形 0.36 0.21 //

S P2112 2f 隅九方形 0.33 0.22

S P2113 円形 0.25 0.25

S P2114 2・ 3f 示定形 0,42 0.38

S P2115 4f 円形 0,37 0.22 //

S P2116 3f 0.26 0.24

S P2117 隅丸方形 0.29 0.26

S P2118 3宜 円形 0.37 0.34

小穴・柱穴出土遺物

S P242出 土遺物

3点 (86・ 87・ 90)を 図化した。86は 土師器椀形高杯の杯部である。杯部はほぼ完存 しており、

口径14.5cm、 杯部高5.2cmを測る。杯部内面にヘラミガキが放射状に施されている。87は土師器

有稜高杯の杯部細片である。杯部内外面にハケ調整が行われている。90は板状の扁平な石材を用

いた砥石で、長辺の中央部で折れている。 3面に使用面があり、幅は中央部に向かって漸減して

いる。石材は砂岩である。

S P251出 土遺物

3点 (84・ 85。 89)を 図化 した。84・ 85は土師器小形丸底壺である。34は 口縁部の大半を欠 く。

体部外面に煤が付着 している。35は体部最大径が口径を凌駕している。約1/2が残存 してお り、

口径7.6cm、 器高8.7cm、 体部最大径9,4cmを 測る。体部外面下半にハケ調整が認められる。89は
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0                 1 0cm

第28図  S P242(86・ 87・ 90)、 S P251(84・ 85。 89)、 S P255(38)出土遺物実測図

須恵器小形壼である。口縁部から体部中位が残存している。口径16.Ocm、 口頸部高6.5cmを測る。

口顎部外面には上位に2条、下位に 1条の突帯が廻る。突帯間に波状文を上下三段に施文してい

る。口縁部外面に黒色の釉が塗布されている。焼成は良好 。堅緻であるが、顎部および体部上半

に焼け膨れが認められる。 5世紀前半の初期須恵器に分類されるものと推定されるが、型式は限

定できない。

S P255出土遺物

1点 (88)を 図化した。破面部分に把手の貼 り付け部分が認められるため、韓式系土器鍋の細片

と推定される。体部外面に平行タタキが施文されている。

第 3面

第 3面は、第 2面から0,2m下層 (T.P.+7.5m前 後)に存在する第 9層 5BG5/1青灰色粘土層上面

を調査対象とした。調査の結果、古墳時代前期末から中期初頭に比定される溝 l条 (S D301)を

検出した。

溝 (SD)
S D301                       T

調査区のほぼ中央部を蛇行 して、北西―南

東方向に伸びている。検出長19,Om、 幅1.5

～2.15m、 深さ1.18mを測る。断面形状は逆

台形状を呈 している。埋土はN6/0灰色細粒砂

である。遺物は出上 していない。

m

第29図  S D301断 面図(S=1/40)
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第30図 第3面平面図(S=1/200)

-32-



3)遺構に伴わない遺物

第 6層出土遺物

4点 (91～ 94)を 図化した。91は韓式系土器甕の口縁部細片である。92は 口縁部から体部にかけ

ての細片であるが形状からみて把手が付 く韓式系土器鍋である。体部外面に平行タタキが施され

ている。93は韓式系土器甑の口縁部片である。然部外面に平行タタキが施されている。94は須恵

器蓋杯で、つまみ部分を欠く。口径12.6cmを測る。天丼部全合に自然釉が降着している。焼成は

良好堅緻。色調は灰色～灰紫色である。田辺氏編年のT K73型式 (5世紀前半)に比定される。

第7層出土遺物

6点 (95～ 100)を 図化 した。95～ 97は 韓式系土器平底鉢である。95。 96は 口縁部、97は底部で

ある。95。 96は共に体部外面に格子タタキが施されている。98は土師器高杯の杯部である。やや

浅い杯部で、稜部に丸味を持つ。口径18,3cm、 杯部高4.6cmを 測る。杯部外面下位にハケ調整を

施す。99は牛角状の把手で、端面は平坦な面を持つ。把手上面の中央部分に切れ目が施されてい

る。100は つまみを持つ須恵器杯蓋である。口径12.4cm、 稜径12.lcm、 器高4,Ocm、 つまみ径3.lcm、

つまみ高1.3cmを測る。つまみは上端が窪むもので、天丼部に環状に廻る櫛描列点文が施文され

ている。田辺氏編年のT K73型式 (5世紀前半)に比定される。

94 

帥

第31図 第 6層  出土遺物実測図

一
斡

100

第32図 第7層 出土遺物実測図
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90輯』大阪府教育委員会 。(財)大阪府埋蔵文化財協会
・櫻井久之 1998「′ミ足文タタキメのある土器の一群」『大阪市文化財協会研究紀要創刊号』 (財)大阪市文化
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第 4 まとめ

今回の調査では、古墳時代前期末から古墳時代中期中葉 (4世紀末から5世紀中葉)の遺構・遺

物を検出した。第 1・ 2面で検出した古墳時代中期初頭から中葉の遺構 。遺物については、西接

する長原遺跡の東北地区、東地区で検出されている出戸自然堤防上に展開した長原遺跡の「東集

落」と有機的な関係を持つもので、長原遺跡東部から八尾南遺跡を包括した当該期の集落範囲や

動態を知るうえで貴重な情報を提示している。

ここでは、今回の調査で得られた調査成果をもとに、長原遺跡の東部地区(東北 。東 。東南地区)

で検出された当該時期の集落との関わりを推定してみたい。

今回の調査では、初期須恵器成立時期にあたるT G232型 式～T K73型式段階に成立した居住

域の中核部分を2面 (第 1面 。第 2面)に 亘って検出した。

検出した2面の高低差が0.1～ 0。 2m程度のもので、削平による改変や遺構の重複が相倹って面

的な先後関係にやや飢齢する部分が認められたが、第 1・ 2面 ともに調査区の西部を中心に掘立

柱建物を中心とする居住域内の中核部分を確認した。掘立柱建物は第 1面で 1棟 (S B101)、 第

2面で6棟 (S B 201～206)の計 7棟が検出されている。全て2間 ×2間規模で、法量が 3～ 4m
程度の比較的小型の建物が主体で、そのうち総柱建物が 5棟を占めている。

出土遺物は総数でコンテナ箱に約12箱程度出土しており、土器類の内訳では土師器の他、韓式

系土器の占める割合が高いが須恵器については、掲載した6点の他、細片を含めても50点程度で

ある。韓式系土器については、19点 を掲載した。そのなかに、S0101か ら出上した鳥足文タタ

キメを持つ甑 (51)、 鍋 (52)の 2点がある。鳥足文タタキメを持つ韓式系土器については田中清美

氏 (田 中1994)他 による先行研究により、朝鮮半島南西部の百済地域との係わりを持つ韓式土器で

あることが明らかにされている。第9表に示したように、八尾南遺跡内での出土例は本調査の2

点のみであるが、西接する大阪市の長原遺跡においては、長原遺跡東部 (東北 。東・東南)で古墳

時代中期前半に集落域を形成した「東集落」を中心に出土している。長原遺跡では、地下鉄31工

区地区のS D03か ら広口壷 1点、N G16次で甑の体部片が 1点、N G95-36次 の長原7B層層準

(櫻井1998)で平底鉢、甑、鍋、甕などの6個体以上、N G00-11次 のS D701か ら破片 9点が出

土している。時期的には、地下鉄31工区地区出土の弥生時代後期末のものを除けば、T G232型

式～T K216型 式段階のものに限定されている。そのなかで、本例出上の2点についてはN G95

-36次出土の甑、鍋と形態 。法量・タタキ板原体ともに酷似しており、同一二人により製作され

た可能性が高いものと推定されている。

一方、鉄鍛冶に関連した遺物としては、s K105か ら輔羽口、S P242か ら砥石が出土している。

鍛冶に関連した遺構 。遺物としては、長原遺跡内の東北・東地区で古墳時代中期前半に成立し

た「東集落」で検出されている。

N G02-08次 では壁立構造を持つ特殊な2棟の建物 (S B011・ 012)や 「コ」の字形に区画され

た掘立柱建物 2棟 (S B 005'006)が検出されている。これらの建物の周囲からは、炭・焼上を廃

棄した土坑が数多く検出されており、そのなかに微細な鍛錬鍛冶津であるスラグと棒状の鉄片お

よび叩き石が出上している。さらに、北に隣接するN G03-6次からも、焼土・炭に混じって耐

垂早
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火材 として使用された石綿の集積がみられた方形区画施設 (S D044)が検出されている。なお、

N G95-36次においては、多数の輔羽口とともに金属学的分析で鍛錬鍛冶津が確認されており、

鍛冶工程からN G95-36次 のものが高温沸し鍛接滓、N G02-08次 のものが低温型津とされてお

り、集落内の工房で高温鍛接から低温成形・加工の一連の鍛錬鍛冶が行われていたことが想定さ

れる。本調査においては、第 2面で検出した「コ」の字状に廻るS D215の 内側部分が、N G02

-8次で検出された鍛冶工房の平面形状と類似する点が見られたが、周辺からは鍛冶関連に伴う

炭・灰・焼土・鍛錬鍛冶津等は検出されていない。

以上のように、本調査では、豊富な韓式系土器、輔羽口から推定される鍛冶工房の可能性、滑

石製玉類、製塩土器等の出土遣物が認められた。これらの居住域内の諸内容は、長原遺跡のNG
03-6次、N G02-08次 、N G95-36次 を中心として、T G232型 式段階に成立した長原遺跡の「東

集落」と多くの共通点を有しており、本調査区一帯も長原遺跡の「東集落」を構成した居住域の

一つであったと推定され、韓式系土器や鍛冶関連遺構・遺物から勘柔して、新来技術を招来した

百済系を中心とした渡来系の技能集団の集落であったことが想定される。

Y S92-18出 土鳥足文タタキメ土器
N G95-36出 土鳥足文タタキメ土器(文献③から転載)

第33図 八尾南遺跡(Y S92-18)と 長原遺跡(N G95-36)出 上の鳥足文タタキメを持つ土器(S=1/6)
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第 9表 八尾南・長原遺跡出土鳥足文タタキメ土器一覧表

十苔
宙
●

遺跡名 略号 出土遺構
載
号

掲
番

器種 タタキメ
共伴遺物 時期

備考・

文献里 鉢 甑 鍋 袴 不明 分類 横幅/縦幅

1 八尾南 YS92-18 S0101 0 C 1.6/2.0
土 師器・

須恵器

辻 2段階新
T G232 本書

2
つ
々 0 C 1.6/2.0 辻 2段階新

3 長原 31工区 ● A 4.0/3.0 弥生土器 V様式末 文献①

長原 NG16 9 0 C 1.6/1.6
土師器・

須恵器
辻 3段階
T K73・ 21(

破片

5 長原 NG95-36 7B層層準 1 ● C

土 師器・

須恵器・

陶質土器
・石製品

辻 2段階新
T G 232

文醜③

6 ● C 1.7/1.8

7 ● C 1.7/1.8

8 長原 NG00-11 SD701 ７
！

ａ
ｙ ● C

土師器

須恵器
鉄製 品
石製品

辻 3段階
T K216 片

Ю
破
文

9 198 0 C 1.5/1.5 破片

0 C 1.8/2.0 破片

200 ● A 2.0/2.0 破片

201 ●
破片、
単位不明

202 ●
破片、

松葉状

203 0 破片、

松葉状

204 ● B 破片

205 0 C 破片

鳥足文の分類は田中清美氏の分類 (田 中1994)に よる。タタキメ数値は実測図の拓本によるもので、原体の単位を示すも
のでない。遺物の帰属時期は辻美紀氏の編年 (辻1999)を参考とした。

参考文献

田中清美 1994「鳥足文タタキと百済系土器」『韓式系土器研究V』 韓式系土器研究会

櫻井久之 1998「鳥足文タタキメのある土器の一群」 F大阪市文化財協会研究紀要 創刊号』 財団法人 大

阪市文化財協会

〔第9表内文献〕

①31工区 1982.3改訂『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告』長原遺跡調査会 。(財)大阪市文化財協会

②N G16次 田中清美 1985「 長原遺跡出上の特異なタタキメのみられる土器について」『考古学論集 第1集』

考古学を学ぶ会編

③N G95-36次  1998,4 櫻井久之「鳥足文タタキメのある土器の一群」F大阪市文化財協会 研究紀要

創刊号』(財)大阪市文化財協会

④N G00-11次  2002.3『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告 Ⅸ』(財)大阪市文化財協会

⑤N G02-8次  2005.3『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告 XⅡ 』(財)大阪市文化財協会

⑥N G03-6次  2005,3『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告 XⅡ 』(財)大阪市文化財協会
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

八尾南遺跡

(第 18次調査 )

集落 吉墳時代中期初頭～前半
掘立柱建物・井戸・土

坑・小穴・溝・落込み

状遺構

土師器・韓式系土器・

初期須恵器・鍛冶関連

遺物 (輔羽回)。 玉類

(滑石製勾玉・臼玉 )・

砥石

約要

八尾南遺跡の北西部に位置する古墳時代中期初頭から前半の居住域である。人尾南遺跡のかなで、古
墳時代中期初頭段階に成立した最も古い居住域で、韓式系土器の多さや初期須恵器、鍛冶に関連した遺
物の出土から長原遺跡の東地区 。東北地区を中心に成立した渡来系を中心とする長原遺跡の「東集落」
との関わりが推定される。
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